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令和元年度湖北広域行政事務センター一般会計歳入歳出決算 

および基金運用状況審査意見書の提出について 

 

 

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第２項および第２４１条 

第５項の規定に基づき審査に付された令和元年度湖北広域行政事務センター一

般会計歳入歳出決算および基金運用状況について審査を終了したので、その意

見書を次のとおり提出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和元年度 湖北広域行政事務センター一般会計 
歳入歳出決算審査および基金運用状況審査意見書 

 

 

１．審査の対象   

（１）令和元年度湖北広域行政事務センター一般会計歳入歳出決算 

（２）令和元年度湖北広域行政事務センター一般会計歳入歳出決算事項別明細書 

（３）令和元年度湖北広域行政事務センター一般会計実質収支に関する調書 

（４）財産に関する調書 

 

２．審査の期間 

令和２年７月９日から同年７月１０日 

 

３．審査の方法 

令和元年度湖北広域行政事務センター一般会計歳入歳出決算書および同事項別

明細書、実質収支に関する調書、財産に関する調書について、関係帳簿、証慿書

類等と照合を行い、計数の正確性、予算の執行状況の適否について審査を行いま

した。 

 

４．審査の結果および意見 

（１）全般事項 

審査に付された令和元年度湖北広域行政事務センター一般会計歳入歳出決算

書および同事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関する調書は、関係

法令に準拠して作成され、関係帳簿証慿書類等と照合のうえ、さらに内容につ

いて検討審査した結果、決算は正確であると認められました。 

 

（２）新施設整備事業について 

センターが現在進めている新斎場整備事業については、令和元年度に新斎場

用地造成工事を完了し、令和２年度の竣工に向けて建設を進めていると報告を

受けました。新一般廃棄物処理施設整備事業についても、新斎場と同様にＰＦ

Ｉ方式（ＢＴＯ方式）を導入していくことを機関決定された旨の説明がありま

したので、計画どおりに事業が進められるよう引き続き取り組んでいただきた

いと思います。 

また、将来的な新施設の円滑な稼働に向けて、職員力向上のための人材育成

研修の実施や、各職員が能力を発揮できるような環境づくりをお願いします。   

さらに、現在、国内外で感染が拡大している新型コロナウイルスの影響や多

様化する自然災害など、一時的にごみ量が増加する想定外の事態へ対応できる

ような体制づくりの確立が求められます。これまでの経験を活かし、今後も引

き続き環境整備に取り組んでいただきますようお願いします。 

 

（３）現施設の適正管理について 

新施設への移転を控え、現施設の維持管理については、残りの稼働期間を見

据え、運転方法の見直しや効率化を図るなど、投資を極力抑えつつ、安定稼働

を継続するようお願いします。 



（４）安全面について 

昨年度については、事故が散見され、重大な労災事故になった事例もあった

と聞いています。再度、安全教育の徹底を図りながら、安全な職場環境づくり

を行っていただきたいと思います。 

 

（５）むすび 

センターが担う業務は市民生活の公衆衛生確保のために必要不可欠であり、

安定的に処理を継続することが求められます。今後についても、職員が一丸と

なり、業務が円滑に遂行されることを期待します。 

 

５．審査の概要 

（１）決算総括 

  令和元年度における一般会計の予算総額は、３２億９,５００万円で、これに

対する決算総額は、歳入は３３億４ ,０１１万６ ,９５９円、歳出は 

３０億７ ,８６８万１ ,８７５円、歳入歳出差引総額、実質収支額は 

２億６,１４３万５,０８４円となっています。 

  平成３０年度の実質収支額が２億８,１１２万４,５７０円であったことから、

単年度収支は１,９６８万９,４８６円のマイナスとなっています。 

 

（２）歳入総括 

  収入済総額の予算額に対する比率は１０１．３７％となっています。調定額

に対する収納比率については、９９．８７％となっており、使用料および手数

料と諸収入（資源ごみ売却）とを合わせ、４１９万８，０００円の収入未済額

がありました。 

  収入総額に対する割合（構成比）については、分担金及び負担金が 

６４．８２％、使用料及び手数料が１３．９９％、国庫支出金が０．５１％、

財産収入が０．０５％、繰入金が０．７９％、繰越金が１２．４６％、諸収入

が１．２１％、組合債が６．１７％となっており、分担金及び負担金が収入の

約６割を占める結果となっています。 

 

（３）歳出総括 

予算額に対する執行率は９３．４３％となり、支出済総額は前年度比 

１２７．０８％となっています。これは、旧し尿処理施設（旧伊香衛生プラン

ト）の解体、新斎場用地の造成工事等に伴い、衛生費の支出が前年度比 

６億３,６２５万４,８６４円の増となったことが大きな要因となっています。 

  歳出総額に対する割合（構成比）は、議会費が０．０５％、総務費が 

３．８２％、衛生費が９５．２５％、公債費が０．８８％となっており、歳出

全体において衛生費が多くの割合を占める結果となっています。 

 

 

 

 

 

 



（４）財産に関する調書 

  ア 土地 

   施設の集約に伴い廃止をしていた旧し尿処理施設（旧伊香衛生プラント）

を解体し、長浜市が進める事業用地に充てるため、用地の譲与を行っていま

す。 

  イ 建物 

   施設の集約に伴い廃止をしていた旧し尿処理施設（旧伊香衛生プラント）

の解体を行っています。 

  ウ 物品 

   老朽化に伴い、軽自動車及びダンプトラック各１台の更新を行っています。 

  エ 基金 

   基金の年度末現在高は、施設整備基金１億７,９８７万４,０３０円となっ

ています。 


